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こ
の
世
で
最
も
美
し
い
城

　

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
名
城
は
そ
れ
ぞ
れ
に
壮
麗

で
美
し
い
。
テ
ム
ズ
に
映
え
る
ウ
ィ
ン
ザ
ー
城
、

川
辺
に
建
つ
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
城
や
ラ
ド
ロ
ウ
城
、

海
辺
の
コ
ン
ウ
ェ
イ
城
や
カ
ナ
ー
フ
ォ
ン
城
、
ロ

ワ
ー
ル
の
ア
ン
ボ
ワ
ー
ズ
城
、
水
際
の
エ
グ
・

モ
ル
ト
城
、
カ
ル
カ
ソ
ン
ヌ
城
、
ク
ー
シ
ー
城
、

フ
ァ
レ
ー
ズ
城
、
ガ
イ
ヤ
ー
ル
城
。
ど
れ
も
美

し
く
、
賞
賛
に
値
す
る
。
し
か
し
、
シ
ダ
が

黄
金
色
に
染
ま
り
、
か
す
か
に
青
い
霧
が
木
々

に
た
な
び
く
秋
の
宵
、
湖
水
に
抱
か
れ
て
建
つ

リ
ー
ズ
城
の
美
し
さ
に
は
か
な
わ
な
い
。
そ
の

眺
め
は
こ
の
世
で
最
も
美
し
い
」

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
東
部
ケ
ン
ト
の
メ
イ
ド

ス
ト
ン
に
あ
り
、
５
０
０
エ
ー
カ
ー
（
東
京

ド
ー
ム
43
個
分
）
の
敷
地
を
有
す
る
リ
ー

ズ
城
。
20
世
紀
の
美
術
評
論
家
で
政
治
家

の
コ
ン
ウ
ェ
イ
卿
が
城
を
こ
の
よ
う
に
描

写
し
た
こ
と
が
所
以
と
な
り
、
今
も
「the 

loveliest castle in the w
orld

（
世
界

で
最
も
美
し
い
城
）」
と
い
う
惹
句
で
語
ら
れ

て
い
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
佇
ま
い
へ
の
賛

辞
に
限
ら
ず
、
リ
ー
ズ
城
は
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
な
過
去
を
秘
め
て
い
る
。
そ
の
歴
史
を
さ

か
の
ぼ
っ
て
み
た
い
。

貴
婦
人
の
館

　

城
の
起
源
は
９
世
紀
。
こ
の
一
帯
は
も
と

も
と
ノ
ル
マ
ン
征
服
以
前
の
サ
ク
ソ
ン
人

が
所
有
し
、
レ
ン
川
に
囲
ま
れ
た
２
つ
の

島
に
木
造
の
建
築
物
が
建
て
ら
れ
て
い
た
。

１
０
９
０
年
に
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
２
世
が
ヘ
イ

ス
テ
ィ
ン
グ
ズ
の
戦
い
で
の
功
績
を
称
え
、

従
弟
で
あ
る
ノ
ル
マ
ン
貴
族
に
与
え
、
12
世

紀
に
な
っ
て
石
造
り
の
要
塞
が
建
て
ら
れ
た
。

　

王
族
の
所
有
と
な
っ
た
の
は
13
世
紀
の
エ

ド
ワ
ー
ド
１
世
の
治
世
の
こ
と
。
ス
ペ
イ
ン

か
ら
嫁
い
で
き
た
最
初
の
王
妃
エ
リ
ナ
ー
と

エ
ド
ワ
ー
ド
１
世
は
仲
睦
ま
じ
く
、
ふ
た
り

の
間
に
は
16
人
の
子
供
が
誕
生
し
て
い
る
。

ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
併
合
、

フ
ラ
ン
ス
侵
攻
な
ど
を
目
的
に
戦
い
に
明
け

暮
れ
た
エ
ド
ワ
ー
ド
だ
っ
た
が
、
１
２
７
８

年
に
王
は
こ
の
一
帯
を
最
愛
の
妻
、
エ
リ

ナ
ー
王
妃
に
捧
げ
る
と
、
要
塞
（
城
）
の
大

改
修
に
予
算
を
注
い
だ
。

●征くシリーズ●取材・執筆・写真／本誌編集部

王妃らに捧げられた貴婦人の館

ひっそりと静まり返った水堀に囲まれ、
威容を誇るリーズ城。その佇まいと歴史から、

「最も美しい城」「貴婦人の館」の名で知られている。
今回は、ロンドン中心部から車でおよそ１時間半ほどの
場所にあるこの城を征くことにしたい。
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現
在
、
城
の
北
部
分
の
小
さ
な
島
に
あ
る

棟
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
パ
ビ
リ
オ
ン
（
東
屋
）

を
意
味
す
る
グ
ロ
リ
エ
ッ
ト
（Gloriette

）

の
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
わ
け
は
、
ス

ペ
イ
ン
出
身
の
王
妃
の
影
響
を
受
け
て
の
こ

と
。
リ
ー
ズ
城
は
現
在
に
至
る
ま
で
に
火
災

や
老
朽
化
な
ど
に
よ
っ
て
姿
を
変
え
て
い
る

が
、
グ
ロ
リ
エ
ッ
ト
の
基
本
構
造
は
こ
の
時

代
に
造
ら
れ
た
も
の
か
ら
さ
ほ
ど
変
化
し
て

い
な
い
。
右
ペ
ー
ジ
の
写
真
を
見
る
と
分
か

り
や
す
い
が
、
水
堀
に
浮
か
ぶ
城
は
大
小
２

つ
の
島
の
そ
れ
ぞ
れ
に
建
つ
棟
と
、
棟
を
つ

な
ぐ
橋
（
渡
り
廊
下
）
に
よ
っ
て
成
り
立
っ

て
い
る
。
当
時
、
大
き
な
島
に
建
つ
棟
は
ま

だ
建
て
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
城
を
囲
む

水
堀
は
エ
ド
ワ
ー
ド
１
世
に
よ
っ
て
築
か
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

エ
レ
ナ
ー
王
妃
の
死
後
、
エ
ド
ワ
ー
ド
１

世
は
フ
ラ
ン
ス
と
の
関
係
を
強
固
な
も
の
に

す
る
た
め
、
フ
ェ
リ
ペ
４
世
の
妹
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
と
結
婚
。
ハ
ネ
ム
ー
ン
を
リ
ー
ズ
城

で
過
ご
し
た
後
、
王
は
40
歳
ほ
ど
年
の
離

れ
た
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
王
妃
に
寡
婦
産
（
未
亡

人
が
相
続
す
る
夫
の
財
産
）
と
し
て
譲
渡
す

る
こ
と
を
決
め
る
。
こ
れ
以
降
、
未
亡
人
と

な
っ
た
王
妃
が
所
有
権
を
持
つ
と
い
う
慣
習

が
始
ま
り
、
エ
ド
ワ
ー
ド
２
世
の
イ
ザ
ベ
ラ

王
妃
、
リ
チ
ャ
ー
ド
２
世
の
ア
ン
・
オ
ブ
・

ボ
ヘ
ミ
ア
王
妃
、
ヘ
ン
リ
ー
４
世
の
ジ
ョ
ー

ン
・
オ
ブ
・
ナ
ヴ
ァ
ー
ル
王
妃
、
ヘ
ン
リ
ー

５
世
の
キ
ャ
サ
リ
ン
・
オ
ブ
・
ヴ
ァ
ロ
ア
王

妃
な
ど
に
捧
げ
ら
れ
、
所
有
あ
る
い
は
居
住

し
た
。
リ
ー
ズ
城
が
「
貴
婦
人
の
館
」
の
異

名
を
と
る
の
は
こ
の
た
め
だ
。
な
か
で
も
リ

チ
ャ
ー
ド
２
世
と
ア
ン
王
妃
は
こ
こ
を
気
に

入
り
、
ふ
た
り
で
定
期
的
に
訪
れ
、
静
か
で

落
ち
着
い
た
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

　

リ
ー
ズ
城
を
所
有
し
た
王
妃
ら
の
う
ち
３

人
が
フ
ラ
ン
ス
の
王
女
だ
っ
た
た
め
、
城
内

に
は
フ
ラ
ン
ス
王
室
ら
し
い
室
内
装
飾
が
施

さ
れ
る
な
ど
、
中
世
を
通
し
て
優
雅
さ
と
気

品
に
満
ち
た
城
だ
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
た
だ
、
名
城
の
大
部
分
は
失
わ
れ
る

運
命
を
た
ど
る
こ
と
と
な
る
。

の
し
か
か
る
相
続
税

　

ヘ
ン
リ
ー
８
世
が
リ
ー
ズ
城
を
所
有
し
た

16
世
紀
前
半
、
王
は
最
初
の
王
妃
キ
ャ
サ
リ

ン
・
オ
ブ
・
ア
ラ
ゴ
ン
の
た
め
に
大
規
模
な

改
修
を
行
う
が
、
王
の
死
後
、
１
５
５
2
年

に
は
側
近
に
譲
り
渡
さ
れ
、
お
よ
そ
３
０
０

年
に
わ
た
っ
て
王
族
が
所
有
し
て
き
た
城
の

歴
史
に
ピ
リ
オ
ド
が
打
た
れ
る
。
以
後
20
世

紀
に
至
る
ま
で
貴
族
階
級
で
あ
る
城
主
の
手

を
渡
っ
て
い
く
。

　

こ
の
間
に
、
大
き
な
島
部
分
に
新
た
な
城

が
建
設
さ
れ
、
城
の
本
館
と
し
て
機
能
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
城
主
ら
は
自
慢
の
城

と
貴
族
と
し
て
の
矜
持
を
維
持
す
べ
く
膨
大

な
資
金
を
投
入
し
続
け
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
一
方
で
、
城
に
は
常
に
維
持
費
と

相
続
税
の
問
題
が
つ
き
ま
と
い
、
城
主
の
多

く
は
資
産
家
で
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
莫
大

な
費
用
に
売
却
や
譲
渡
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

そ
の
度
に
城
内
の
資
産
が
売
り
さ
ば
か
れ
る

こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　

17
世
紀
半
ば
に
は
、
グ
ロ
リ
エ
ッ
ト
部
分

が
拘
置
所
と
し
て
使
わ
れ
、
捕
虜
に
よ
っ
て

火
が
つ
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
大
部
分
が
焼

失
し
て
し
ま
う
。
本
館
に
比
べ
る
と
古
び
た

　湖にはさまざまな水鳥
が大量に放し飼いにされてい
て、訪問者の目を楽しませているが、中で
も目を引くのが黒鳥。エレガントなドレス
を思わせる羽が美しい黒鳥は、20 世紀の城
主ベイリー夫人によって持ち込まれ、リー
ズ城のシンボルにもなっている（ギフト・
ショップには黒鳥の置物＝写真上＝もあ
り）。黒鳥のほか、白鳥やクジャクなどが敷
地内のあちこちで見られる。

週 刊 ジ ャ ー
ニ ー 編 集 部 で
は、 リ ー ズ 城
を題材に、4 分
ほ ど の シ ョ ー

トフィルムを制作しました。下の
QR コードを読み込むか、YouTube
または Google で「英国ぶら歩き 
リ ー ズ 城 」
と検索して、
ぜひご覧く
ださい。

Go
動画に

リーズ城のシンボル、黒鳥

城の見学は、入場門となるゲートハウスを抜
けて堀沿いを歩くことからスタート。正面に
中世から建つグロリエットが見えてくる。

20 世紀に入って再建されたゲートハウス＝
写真上＝と、ゲートハウス手前にある、13
世紀のバービカン（外防備）跡＝同右。
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グ
ロ
リ
エ
ッ
ト
は
城
主
の
関
心
の
対
象
と
は

な
ら
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
焼
失
し

た
グ
ロ
リ
エ
ッ
ト
は
お
よ
そ
１
６
０
年
に
わ

た
っ
て
放
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

１
８
２
２
年
に
は
当
時
の
城
主
が
現
在
に

残
る
新
城
の
建
設
を
決
め
、
合
わ
せ
て
グ
ロ

リ
エ
ッ
ト
の
修
復
に
も
着
手
す
る
。
工
事
は

無
事
に
完
了
し
、
し
ば
し
の
平
和
が
訪
れ
る

も
の
の
、
１
９
２
０
年
代
に
入
る
と
、
リ
ー

ズ
城
は
重
い
相
続
税
を
理
由
に
売
り
に
出
さ

れ
、
買
手
が
何
年
も
つ
か
な
い
ま
ま
、
放

置
さ
れ
て
い
た
。
１
９
２
５
年
に
、
米
紙

『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ワ
ー
ル
ド
』
の
発
行
者
で

新
聞
王
と
し
て
知
ら
れ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ

ン
ド
ル
フ
・
ハ
ー
ス
ト
が
下
見
を
行
っ
て
い

る
も
の
の
、
あ
ま
り
の
荒
廃
ぶ
り
に
や
む
な

く
手
を
引
い
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
残
っ

て
い
る
。

城
を
救
っ
た
米
国
人

　

時
代
が
変
わ
れ
ば
変
わ
る
ほ
ど
、
城
の
存

続
は
厳
し
さ
を
増
す
ば
か
り
で
、
英
国
中
に

散
在
す
る
廃
墟
の
城
と
同
様
、
リ
ー
ズ
城
は

た
だ
た
だ
風
化
し
て
い
く
の
を
待
つ
ば
か
り

に
見
え
た
。

　

そ
こ
に
救
世
主
の
ご
と
く
現
れ
た
の
が
オ

リ
ー
ヴ
・
セ
シ
リ
ア
・
パ
ジ
ェ
ッ
ト
。
後
に

「
ベ
イ
リ
ー
夫
人
」
と
し
て
リ
ー
ズ
城
の
歴

史
に
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
る
人
物
だ
。
大

英
帝
国
一
等
勲
士
（
Ｇ
Ｂ
Ｅ
）
を
受
勲
し
た

実
業
家
で
英
国
人
の
父
ア
ル
メ
リ
ッ
ク
と
、

米
国
の
大
財
閥
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
家
の
祖
を
築

い
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
の
令
嬢

ポ
ー
リ
ー
ン
と
の
間
に
米
国
で
生
を
受
け
た

オ
リ
ー
ヴ
は
、
１
９
２
６
年
に
初
め
て
リ
ー

ズ
城
を
訪
れ
る
。
３
歳
と
６
歳
に
な
る
娘
２

人
と
、
再
婚
し
た
ば
か
り
の
夫
と
新
生
活
を

始
め
た
直
後
の
26
歳
の
頃
だ
。

　

由
緒
あ
る
古
城
を
住
ま
い
に
す
る
と
い
う

ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
当
時
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
ス

テ
ー
タ
ス
・
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
り
、
こ
の
夫

婦
も
ご
多
分
に
漏
れ
ず
、
リ
ー
ズ
城
に
目
を

つ
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
親
か
ら
の
莫
大

な
遺
産
を
譲
り
受
け
て
い
た
オ
リ
ー
ヴ
は
、

リ
ー
ズ
城
を
ひ
と
目
見
た
と
き
か
ら
そ
の
壮

麗
さ
に
心
奪
わ
れ
、
同
年
、
リ
ー
ズ
城
を

18
万
ポ
ン
ド
（
現
６
３
０
万
ポ
ン
ド
）
で
購

入
し
た
。

　1520 年５月 21 日、きらびやかな装束
に身を包んだイングランド国王ヘンリー８
世は 3997 人の従者をしたがえてグリニッ
ジを出発した。目的地はフランスのカレー
近郊の大平原であり、そこでフランス国王
フランソワ１世との会見の場が持たれてい
た。歴史上「金襴の陣（Field of the Cloth 
of Gold）」と呼ばれる出来事である。王妃
キャサリンも 1175 人の行列を従えて後に
続き、このふたつの大行列が立ち寄ったの
がドーバー海峡への途上にあるこのリーズ
城だ。
　城は、ヘンリー８世が王妃キャサリンの
ため、強国フランスのどの城にも引けをと

らないよう拡張工事を施しており、5000
人近くの兵士や従者が城周辺の敷地を埋め
尽くす光景は圧巻だったに違いない。イン
グランドがいかに壮大で洗練されているか
をフランスに見せつけるためにはどうすべ
きか――、湖面に映る城を睨みながらヘン
リー８世が考えたかどうかは定かでない
が、世紀の一瞬ともいえる会見の足がかり
としてリーズ城は最適の場所といえた。
　一行は一晩リーズ城で過ごした後、翌日
ドーバーへと出発。敷地内で捕獲された鹿
の肉や、貯蔵庫からバターなどが会見の地
に運ばれた。
　両国の親睦を深めるという名目の「金襴
の陣」だったが、政治的には大きな成果を
生まず、翌年に関係は悪化することとなる。
後に大陸で唯一のイングランド領であった
カレーを失うと、リーズ城の存在価値も一
気に下がり、王の死後、城は側近に譲り渡
された。
　現在のリーズ城内にある「バンケティン
グ・ホール」は、もともとはヘンリー８世
とキャサリン王妃のために作られた。17
世紀に火災によって大部分が失われるが、
19 ～ 20 世紀に大修復が行われ、当時の内
装が再現されている。

  ヘンリー８世
 「金襴の陣」へ、
              いざ出陣！

ヘンリー８世フランソワ１世

会見のためドーバー海峡を渡るヘンリー８世一行を描いたもの。「バンケティング・ホール」
に飾られている。

リーズ城内で最も広い部屋「バンケティング・ホール」。1927 年に改修工事が完了し、中世
の様子が再現されている。

ブルーの色調が静謐さを漂わせるベイリー夫人の寝室。鳥好きな夫人の
ために、随所に鴨や鷹などの置物が配されている。

1938 年に作られた「ライブラリー」。上の写真の「ダイニング・ルーム」と同様
に、ブーダンによって改修された。

英仏の様式が合わさった、30 人程度の食事が可能な「ダイニング・ルーム」。

ヘンリー５世とキャサリン・オブ・ヴァロア
王妃が使った部屋を再現した「クイーンズ・
ルーム」＝写真右＝と、隣接する「クイーンズ・
バスルーム」＝同上。

グロリエットと新館をつなぐブリッジ。
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蘇
っ
た
リ
ー
ズ
城

　

念
願
の
古
城
を
手
に
し
た
オ
リ
ー
ヴ
は
、

当
時
国
際
的
に
活
躍
し
て
い
た
パ
リ
の
建
築

デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
り
、
室
内
装
飾
家
の
ア
ル

マ
ン
・
ア
ル
ベ
ー
ル
・
ラ
ト
ー
を
こ
の
大
修

復
の
監
修
役
に
起
用
。
城
全
体
の
修
復
に
は

10
万
ポ
ン
ド
（
現
３
５
０
万
ポ
ン
ド
）
が
必

要
と
推
定
さ
れ
て
い
た
が
、
彼
女
は
そ
の
値

に
い
と
め
を
つ
け
ず
改
修
に
取
り
掛
か
る
。

　

中
世
の
国
王
や
王
妃
の
居
住
で
あ
っ
た
グ

ロ
リ
エ
ッ
ト
は
、
残
さ
れ
た
資
料
や
イ
メ
ー

ジ
を
も
と
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、
幽
霊
屋
敷
と

化
し
て
い
た
城
は
中
世
に
漂
わ
せ
て
い
た
優

雅
さ
を
蘇
ら
せ
、
息
を
吹
き
返
し
て
い
く
。

　

ま
も
な
く
オ
リ
ー
ヴ
は
、
エ
イ
ド
リ
ア

ン
・
ベ
イ
リ
ー
卿
と
い
う
３
番
目
の
夫
と
も

出
逢
い
、「
ベ
イ
リ
ー
夫
人
」
と
し
て
語
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。
１
９
３
６
年
以
降
は
、

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
内
装
も
手
が
け
た
イ
ン

テ
リ
ア
界
の
大
御
所
、
フ
ラ
ン
ス
人
室
内
装

飾
家
の
ス
テ
フ
ァ
ン
・
ブ
ー
ダ
ン
と
も
強
い

信
頼
で
結
ば
れ
、
多
く
の
部
屋
が
現
在
の
姿

に
整
え
ら
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
と
英
国
の
イ
ン

テ
リ
ア
要
素
が
入
り
混
じ
っ
た
ス
タ
イ
ル
の

リ
ー
ズ
城
は
、
当
時
の
社
交
界
で
人
気
を
博

し
、
週
末
に
催
さ
れ
る
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
多

く
の
著
名
人
ら
が
足
を
運
ん
だ
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ベ
イ
リ
ー
夫
人
は

城
の
相
続
税
や
維
持
費
を
懸
念
し
て
、
家
族

に
相
続
す
る
の
で
は
な
く
「
財
団
」
と
し
て

残
す
こ
と
を
決
め
た
。
そ
し
て
夫
人
の
死
後
、

城
お
よ
び
庭
園
が
一
般
公
開
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
同
時
に
企
業
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
や

講
演
会
会
場
と
し
て
も
頻
繁
に
利
用
さ
れ
、

「
快
適
な
場
」
と
し
て
の
評
判
を
高
め
て
い
く

と
、
１
９
７
７
年
に
は
、
そ
の
安
全
性
と
機

能
性
が
評
価
さ
れ
、
Ｇ
７
財
務
相
会
合
の
会

場
と
し
て
選
ば
れ
、
翌
年
に
は
中
東
和
平
会

議
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　

実
際
に
訪
れ
て
み
る
と
、「
こ
の
世
で
最

も
美
し
い
城
」
と
い
う
の
は
大
袈
裟
に
も
感

じ
ら
れ
る
が
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
水
堀

に
映
る
城
の
堂
々
た
る
姿
は
美
し
く
、
う
っ

と
り
と
さ
せ
ら
れ
る
。
代
々
の
王
妃
が
暮
ら

し
、
数
々
の
城
主
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
こ

の
リ
ー
ズ
城
へ
と
出
か
け
て
み
て
は
い
か
が

だ
ろ
う
か
。

　城の改修に並々ならぬ情熱を注いだオ
リーヴの３番目の夫で、国会議員であった
ベイリー卿の広い人脈は、リーズ城に多彩
な顔ぶれの来賓をもたらし、政界や財界、
芸能界からゲストを招いた毎週末のパー
ティーは、メディアを賑わせた。政治的な
ことには一切興味のなかったオリーヴだが、
一躍サロンの女主人として名を馳せ、リー
ズ城の名もまた、英国上流階級のトップサ
ロンとして知られるところとなる。
　週末の宴に招待された 30 名ほどの招待客
は、金曜の夜か土曜の朝に車かチャーター
便で到着し、土曜の朝食後はテニスやゴル
フ、スカッシュ、乗馬、堀でのボートやス
ケートを楽しんだ。午後８時からの晩餐は、
たいがい噂話や自慢話などで盛り上がり、
食後にはダンスやカードプレー、フィルム
ショーなどに興じたという。
　招待客の中には著名な政治家はもちろん
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【オープン時間】	４～９月	 城：午前 10 時 30 分～午後５時 30 分
		  ガーデン：午前 10 時～午後６時
	 10 ～３月	 城：午前 10 時 30 分～午後４時
		  ガーデン：午前 10 時～午後５時

【入場料】	 大人：25.50 ポンド
	 子供（４～ 15 歳）：17.50 ポンド

広大な敷地内には、2400 本の櫟（いちい）の木を植えて作ら
れた迷路＆グロット（洞窟）があるほか、プレイグラウンド
などもあり、子供が思う存分遊ぶことができる。

【ロンドンから公共交通】
ヴィクトリア駅から Ashford 方
面行きに乗り、Bearsted 駅下車。
所要時間は約１時間。駅から、
夏期間（４～９月）はシャトル
バ ス（www.spottravel.co.uk/
leeds-castle） が 定 期 的 に 運 行
中。 約 10 分 ほ ど で 到 着 す る。
冬期間は不定期。

【ロンドンから車】
A20 → M20 と進み、ジャンク
シ ョ ン ８ を 出 て A20 に 入 り、
しばらくするとリーズ城を示す
茶色の看板が見えてくる。所要
１時間半程度。カーナビ（Sat 
Nav）を利用する場合は、ポス
トコード「ME17 1RG」を入力
する。

17 世紀の城主の名にちなんで名づけられた「カルペパー・ガー
デン」。春夏は多様な花々で色づく。

リーズ城では敷地内での宿泊も可能。川沿いに建つセ
ルフ・ケータリングのコテージのほか、B&B、ヘンリー
８世の従者らの気分に浸れる（!?）グランピング（キャ
ンプ／４～９月）などの施設がそろう。写真はステー
ブル・コートヤード B&B。チャーチル元首相、チャー
リー・チャップリンなど、リーズ城を訪れた著名人に
ちなんだ名前が各部屋につけられている。

地中海スタイルの「レディー・ベイリー・ガーデン」。
サボテンや多肉植物などエキゾチックな植物が育つ。

のこと、ウィンザー公爵エドワード王子と
ウォリス・シンプソンや、ケント公ジョー
ジ、ルーマニア王妃などを含む王族の他、
ベイリー夫人が映画ファンだったことから、
チャーリー・チャップリンやジェームズ・
スチュアート、ロバート・テイラーなどの
銀幕のスターたち、歌手や作家などが含ま
れていた。写真上：ブーダンが内装

を手がけた「イエロー・
ルーム」。完成は 1938 年。
壁が黄色一色で彩られ明
るい印象を与える。
同右：重厚感にあふれる

「ソープ・ホール・ドロー
イング・ルーム」。壁パネ
ルとマントルピースは、
当時、売りに出されてい
たピータバラのソープ・
ホールから買い取り運び
込まれたもの。

英国上流階級のトップサロン

トレードマークとなっていたパイプを手にしたベイ
リー夫人＝中央＝と２人の娘の肖像画。


